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金村別雷神社信仰の地域的特性
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I はじめに
近年，地理学や民俗学の分野で信仰菌に関する論考が数多く報告されている. 1990年代以降のもの
に限定しでも，戸鰭UJ(岩鼻， 1992)，岩木山(小1，1995;金子， 1997)，笠間稲荷(松井， 1995) 
などの事例研究が蓄積されている.また， 日本における山岳信仰菌研究の動向を怖搬した論文(金
子， 1995) もみられるなど信仰圏に関する研究は 巡礼研究とともに 現代日本の宗教地理学の分
野において，活発に研究がなされている分野といえる.
本論文では，茨城県南西部から埼玉県南東部にかけての農村部の集落において，議が組織され，農
業手lt，雷神として多くの参拝者を集めている金村別雷神社(茨城県つくば市)の信仰習を分析し，既
往の研究において解明されてきた山岳宗教の信仰菌と比較することによって その空間的特性の共通
点および差異を明らかにすることを目的とする.本稿では以下の手順で分析を進める.まず茨城県に
おける雷神信仰の事例を概観した後，金村吉!J雷神社の立地と沿革について述べる (rr章).続いて金
村別雷神社の信仰j形態を 共同祈願と億人祈願の二側面から分析する(田章).そしてそれぞれの表
出形態、である講社と倍人崇敬者の分布状況を把握し，金村信仰圏の地域区分を画定する (N章).最
後に，本稿で得られた金村信仰圏を従来の研究の成果と比較し，その空間的特性を考察する (v
章).本調査の際には，金村7j1J雷神社社務所所蔵の資料を閲覧し，講社台帳および偲人参拝記録を筆
写させていただいた.これらに加えて，御神殿屋根修繕費芳名額や各講社による奉納物，講碑などを
資料として利用した.
E 雷神信仰と金村別雷神社
本章では，金村別雷神社とその信仰の基盤である雷神信仰について述べる.雷は恐ろしいものとし
て畏怖される反面，水神として，また天の神に根源する火を雷光によって運搬する神の子としても尊
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崇の対象とされてきた(田村， 1972). すなわち雷神信仰は，農作物や家屋に被害を与える:琶雷を百]
る神に対ーする信仰であると|可1寺に，恵みの雷雨をもたらす神として信仰され，広く j模村社会に浸透し
ていった.また荒ぶる神として災厄をもたらす雷神は，御霊信仰とも重層化し，北野天神の原像が，
疫神，怨霊神とともに雷雨神としての性格を帝びていたことが指摘されている(田村， 1972;上回，
1988) .柳田 (1969) は，関東の平野部で落雷があったときに，その落雷した区域に産ちに青竹を立
て注速を張っておくと その竹を伝って雷獣が再び天上する話や，雷神が地に落ちて童子となり， j農
夫に養われた結果，その農夫の!韮ばかりには思いのままに雨が降ったという話を引用し，稲田に降り
来たっておおいに崇敬される雷の姿を，雷神信仰のj京初形態として捉えている.
雷雨及び落雷多発地域である北関東地方には，雷を冠したネ1社が多く分布していることが知られて
いる(倉林ほか， 1971). これらの神社は雷神社，雷電神社，火雷神社， 31J雷神社などの名称で呼ば
れているのが通例である.このうちで，茨城県における雷神社の分布を示したのが第 1図及び第 l表
である.ここでいう雷神社とは，神社の名称の一部に雷が含まれているものを指す.これによると茨
城県内にある宗教法人格を有する雷神社はお社である.このうち郷社に列せられているのは，金村別
雷神社 1社で、あり，その他の神社は，村社(12社)もしくは無格社 (13社)である.雷神社の大半
第 1表 茨城患の雷神社 (1989年)
番号所在地 神社名 祭千1※ 干:l:絡
水戸市元IljlHT 号IJ富皇太子1) 村社
水戸市~í~llfr 水雷稲術干1時:J: ?!竪{会社
3 1古iiJili'i主電1汗 雷電干IlrtJ: M格全1:
!ご長官f行樋iコ 'I'l~'tlil 干上 村社
結城市結城 雷竜神社 +riJ: 
6 結城市大本 雷干Ijl干:l: ?!¥I，裕社
1吋ムム)11 7 水海道市福二Ilf 話千1!tJ: 村社8 常liJ.，三!Ilrt1'藤田IlIJ 雷神社 村守:1:9 常陸太田市西三Il庁記i'tl噌: 1降格社10 jヒ茨城1'1'王子j潟1l1J' '苫千Ijl干上 M:格干:l:
1 岩井市子11311 雷水干1お: 無格お:
12 つくば市恨iIJ奇 活水子1I全i 1!l¥格干J:
13 つくば寸HiTIl苅 1l~'神社 村主1:
14 つくば市上郷 金村7}IJ雷神社 持率お:
15 茨城IiIJ縞掛 や1I明雷神社 十j干J:
16 経;村菜 雷神社 無裕社
17 金砂郷村J二平IJ員 別冨皇太子1I社 1!l~裕社
18 水府村:.fD久 富干1干上 1~~格社
19 鉾田町約!f~ 雷神社 無裕社
20 麻生IHTf，liJ 話千1I社 村社
21 新治村藤沢新l翠 ~IJ雷神社 ?!引をお:
22 谷和原村鬼長 '{J~' 千11I社 村千J:
23 真壁Ifr*1B芝 雷電干1I社 村千J:
24 大和村大曽根 '(i~' 千 111社 中村
25 総手!]lfj磯部 ~li~'電千11時:j: 2 1附'6千:J
数一字点l一土神第社1表をに示対す応。するc 26 三和1問者)1新m 雷神社 キHJ:
(茨城県宗教法人名簿より作成)
第 1図 茨城県における雷神社の分布 (1989年) ※祭千1)1のうち， Jはi}IJ話料1，2はその他の需干1)， 3 (ま ~I:
(茨城県宗教法人名簿より作成) 雷神を柁っていることを示す。
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(2] 社)は別雷神を唯一の祭神としている 1) 金村~Ij雷神社(番号14) や別雷皇太神(番号 1 )のよ
うに，京都の賀茂~IJ雷(上賀茂)神社からの勧請に縁起を持つ神社や，大和村大曽根の雷神社(番号
24)のように，鹿島神宮からの勧請社もみられる.茨城県内の雷神社の分布に関する歴史的な経緯
は，不明の神社が多いが，落雷の被害にあった場所に雷神社が建立され，雷神として詑られる場合が
ある2) 落雷が記られる習俗の例としては，例えば，筑波郡地方では，雷が白焔に落ちると，落雷の
場所に竹をIT本立てて注連縄を張り，「拝み屋さんJ に依頼して地祭りを行う.これを「アトマツ
1) J といい，落雷の場所は作物が枯れてしまい不作となるので，二度と落ちないためにアトマツリを
行うという習俗がみられる(井之口， 1985). また同郡でも ~IJ の地域では これとは反対に，田畑で
落雷のあった場所は，神の降臨した場所であり 土地が豊かになるとする地域もある.いずれの事例
にせよ，落雷のあった場所には，注連縄が張られ聖域として記られた.
次に雷神社が立地している場所の自然的基盤を検討する.第 1~からわかるよっに，雷神社の立地
には明瞭な傾向が読みとれる.まず第ーには，県南西部の鬼怒川，小貝J1，桜J1 [流域と県中央部から
北部にかけての，那珂川，久慈J1流域に分布の集積がみられることである.茨城県南西部と中央部か
ら北部にかけての各主要河川流域は，落雷の常襲地域であり(吉野・宮内・岩間， 1987;吉野・宮
内， 1987)，雷神社もこの落雷多発地域に分布の中心がある.第二には，雷神社は，河川や湖沼の自
然堤防上の微高地や，氾濫原に立地する傾向が強いことである.このことは，雷神社に対する信仰
が，水を司る水神としての機能性を高く有し，避雷・除災の神であると同時に，雷神の持つ龍神とし
てのイメージや，雷がもたらす降雨への祈願が投影されているものと推察される.
金村~Ij雷神社は，つくば市の西端， I日豊里町の上郷地区に鎮座する!日郷社格を持つ神社である(第
1図，番号14). 931 (承平元)年，豊田家初代領主将基によって，京都・上賀茂神社の分霊を勧請し
て創建されたものとされている.金村別雷神社は 小貝J1 [が形成した沖積低地の氾濫原に立地してい
る(写真 1) .標高は約14mである.この小貝J1 [は，古来より河道の定まらない暴れJI!で，一度大雨
が降れば，付近の沖積低地を苦し流し，大きな水害をしばしばもたらしてきた.河川沿岸地域には洪水
の特徴的な地形である河跡沼が残っている. しかし伝承によると，いかなる激しい洪水が発生した際
にふ金村別雷神社の境内地は冠水することがなかったとされている(串田， 1978). 
金村別雷神社は，金村様や雷様と呼ばれ，創建以来，五穀豊穣をもたらす農業神として地元住民の
崇敬を集めてきた.金村別雷神社は関東三雷神。)のーっとして，信仰圏は氏子地域を越えて，広く関
東地方に広がっている.これに呼応、して，金村別雷神社に寄せられる信仰も多様であり，五穀豊穣祈
願や賓雷験けを始めとし，家内安全，無病患、災の神としても信仰されている(豊里町史編纂委員会，
1985) .このように金村別雷神社は，崇敬祈願社として勧誘された社歴を有し，雷神としての御利益
を通して関東地方の農村部に広く信仰が受容されている.
車 金村別雷神社の信仰形態
田-1 共同祈願の形態
祈願とは，目的達成のために神や超自然、的存在の力に依存，あるいはその力を作用させようとする
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ことである(宮本 1994) .祈願をその信仰の主体者に着目すると，個人祈願と共同祈頗に分類する
ことができる.祈願の手段(方法)としては，金村信仰の場合，参拝および奉納が一般的である.
共同祈願とは，村落の構成員が共同して災難を紡ぐため神仏に祈願する呪術的行為である('/宮:133，
1994a) .共同祈願としては，雨乞い，虫送り，道切り，疾病送り，風祭りなどが代表的な習俗として
あげられる.共同祈願の主体は，村落共肉体の構成員すべてであり，祈願内容も共同体全体の共通利
害に基づいたものである.金村~iJ雷神社に対する共同祈願の手段としては，議の形式がとられるのが
一般的である.
金村議の起源は定かではないが 近世後期から明治期にかけて成立してきたものと推測される.金
村講は，地縁的な集落を単位に組織されるのが通例である.金村議には以下のように 4種類ある.
1 )太々講…春秋の大祭4)H寺~こ太々神楽の奉納を行う講である(写真 2).元来は年に 21mの大祭に
参拝する講であったが，現在では春か秋のどちらか 1@]に参拝する講が増加している.代参講の
組織であり，代参入には講中で配る大木札と講員の人数分の中札(ネ11搬用)および田畑に杷る電
虫除札(春大祭時)や感謝祭小札(秋大祭持)が授与される.金村~IJ雷神社の講の中では最も歴
史が古く，江戸時代後期から明治期にかけて起源を有する講が多数を占める.
2 )祈年講・一正月に新年の祈願を行う講である.現在では元旦祭5)で御祈祷を行った講員分の本しを，
講の世話人宛てに郵送する形式が採用されている.太々講であった従前の講が，議員における農
家の減少に伴う参拝意欲の低下などから，祈年講へと変化した講もある.また集落によっては，
正月だけは祈年講の形態をとり 春秋の季節には太々講として参拝を行う講もある.
3 )自月年参講一-日参り 月参り 年参りを行う講である.日参議は現在では組織されていない.月
参議は通常， 3 -9月の 7か月にわたり，月に 1@]代参入が神社に参拝を行う講である.現在で
は簡略化され，初月(4月)と終丹(9月)の 2屈の参拝で済ませる場合もある.年参議は年 1
回神社に代参する講で，日月年参議のうち95%がこの年参講である.参拝時期は講により異なる
が， 3月， 4月もしくは 9月， 10月に参拝する講が一般的である.講により授与品は異なるが，
郷中安全を祈願する箱札や大木札，辻札とされる大札，田畑に記る霊虫i徐キしが授与される.
4 )春秋田体議・一春秋田体講は，主として 4月か11月に，金村別雷神社へ講員の総参りを行う講であ
る.参拝時期に応じて春団体講 秋田体講と呼ばれる.自発的に組織された講(神社図体講)は
相対的に古く，江戸後期から継続する講もある. しかし春秋田体講には 第二次世界大戦前後
に，神社側の教化活動により，結成された講も多く，第二次世界大戦後に結成された講の多く
は，総参りを行わず代参講の形式がとられている.
金村別雷神社に対する祈願のうち代表的なものとして，降雨祈願(雨乞い)，を虫F余け，道切りが
ある.降雨祈願は，金村別雷神社の御利益のなかでも最も重要なものである.降雨祈願の具体的な内
容を，茨城県八千代町尾崎地涯を事例として以下に説明する.
尾崎地区は洪積台地上に立地し，標高は約25mである.集落の北部から南部にかけて，舌状に台地
が延び，東西を飯沼)11 の支谷が刻んでいる士自作農業地域である.この地乏での金村~Ij雷神社への信仰
は，「雨乞い信心Jが根幹である.世話人が 1-2尺の竹筒を持って金村別雷神社に向かい，神社に
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着くとネ1官よ IJ街!被いを受け，神社の千1水とネIjli:しを授かり，帰途につく(写真 3).地区では人々
が，留守のi習に煮付けや赤飯を炊いて，世話人たちの帰りを待つ.世話人一行が姿を見せると太鼓を
うち鳴らし，地区内にその帰りを知らせる.人々が勢揃いしたところで 世話人は迎えてきた霊水
を，地区内のEI):llIや辻々に祈りの言葉とともに流して歩く.全部流し終わると，地区の東を流れる用
水路に入り，雨乞いの祈りをしながら 相互に水をかけ合って雨乞い信心の行事が終了する.会食後
に解散する.雨乞い信心のかいがあって，雨が降ったときは，「ネし信心」を行う.これは太鼓をうち
鳴らし，降雨をネ1に感謝する祈りを捧げるものである.この時の雨水を「お返し水」といって後日，
金村~Ij雷神社へ持参する(八千代町史編纂委員会， 1987). 
降雨を支配する雷神である金村別宮村ヰ土への信仰は，このような降雨祈願という形で各地に受容さ
れていった.現在ではご祈祷としての降雨祈願は行われていないが6)，祈雨信仰に基づく五穀豊穣祈
願という形で各地の講は継続されている.
:琶虫除けは，主として太々講が組織されている集落において，祈願がなされている.を除けは，夏
から秋にかけての収穫期に，を雨や落雷による作物への被害を防ぐための祈願である.虫除けは作物
の虫害防除の祈願である.春大祭においてご祈祷を受けた電虫除け札を田畑の入口や角に配り，作物
の豊銭を祈念するものである.虫除けの場合，特に稲の播種期と収穫期における虫害に対する農家の
不安が信仰の基盤となった.
道切りは，主として日月年参講が組織されている集落において行われる行事であり，疫病のような
災J[が集落内に入ることを紡ぐための祈願である.集落の入口の辻に金村~Ij雷神社の神札(大礼7)) 
を立てるのが通常である(写真4). 
国一 2 個人祈願の形態
共同祈願が集落の構成員全体に関わる問題の解決のために行われる祈願であるのに対して，個人祈
願は，招福や治病などの個人的な願いに基づいてなされる祈願である(宮田， 1994b). 一般に個人祈
願の形態は共同祈願よりさらに多様であり，病気平癒をはじめ，家業・商売繁盛，関連・増福，火
難・盗難除，懐胎・安産など多岐にわたる(宮本， 1994). 
第 21~は 1995 (平成 7)年度における金村別雷神社の個人祈願者8)のうち，祈願内容が記録されて
いる945人についての祈願内容を示したものである.本留からわかるとおり，家内安全が547人と全体
の57.9%を占めている.次いで交通安全が182人 (19.3%)，商売繁盛が70人 (7.4%) となっている.
金村別雷神社の御利益に基づく祈願である雷・風除け祈願は11人(1.2%)に過ぎない.農家による
雷除け祈願の他に，電力会社による落雷鎮火祈願もある(写真5). 
自-3 金村別雷神社の氏子地域
金村~Ij雷神社の氏子地域は， 1日藩政村の上郷(かみごう)，手子生(てごまる)，木俣(このま
た)，野畑(のばた)にあたる.この 4つの!日付が29の地区に分けられ，各地区から氏子世話人が 1
~3 人選出されている.秋大祭の際には 各地堅から代参者が選ばれ，神社に新穀の奉納や感謝の祈
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第 2図 金村7jl雷神社・個人祈願者の祈願内容(1995年度)
(金村~Ij雷神社社務所資料より作成)
願が行われる.大祭では，稚児舞の奉納が行われるが，大亙女(小学校高学年)，小豆女(小学校低
雷神地区から選ばれるのが慣例である.雷神地区は1960年代まで金村別雷神社の鳥居前町学年)は，
を形成する地区であった.小貝)1の改修工事により堤防内の神社から堤防脇の小貝)1左岸に集落全体
この際に土産物産や宿泊所-は廃業し，神社との経済的な関連は消滅したが，祭礼のi療のが移転した.
(写真 6). 裏方業務は現在でも当地区の人々が担っている
金村信仰圏の地域区分w 
金村講の分布れf
下、F、-'-ー第 31翠は1949(昭和24)年における金村講のうち 郵便析年講9)の分布を示したものである.
金村講当時活動していた講であると考えられる.に示した講は，神社に奉納寄進を行った講であり，
以下茨合計218講を確認した.都県別では，千葉県の81講が最多であり，の分布は1都5県にわたり，
この 3県で全体の96%以上を占めた.分布の中心は，金村別雷神社城県に73議，埼玉県に56講あり，
から南西方向の千葉県北西部および埼玉県南東部にある.神社の北東方向では，講が組織されている
これを含めると信仰JI翠は神社を中心集落が少ないことがわかる.最も遠い講は福島県郡山市にあり，
に150kmにまで及んでいる.
1949年における金村講の分布を当時の市町村別に集計すると 埼玉県北葛飾郡三輪野江村(現吉川
間東葛飾郡七福村(現野田の9講，の11講が最多である.以下千葉県印路郡富里村(現富里村)
?
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第3図 金村日Ij雷神社・郵便祈年講の分布(1949年)
(御干1殿屋根修繕費芳名額より作成)
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市)と埼玉県南埼玉郡大相模村(現越谷市)の 8議，同北葛飾郡東和村(現三郷市)と千葉県東葛飾
郡鎌ヶ谷村(現鎌ヶ谷市)が7講で続いている 10) これらの分布傾向により，金村別雷神社から南西
20-40kmの下総台地北西部や中川沿いの低地に立地する集落において，金村議が組織されていたこ
とカfわかる.
下総台地の北西部の集落には 明治期以詳の開拓村が多く分布するが，金村講はこのような集落で
も組織されている.例えば初富地区(鎌ヶ谷村)は，小金中野牧を開墾して1869(明治2)年に成立
した村である.開墾当初の不慣れさとその後の天候不順による連年の不作が伝承されており， 1873 
(明治6)年には開拓の祈願を込めて豊作稲荷神社が建立されている.初富地区では，金村議以外に
も富士講(富士浅間神社)や古峰講(古i峰神社)，三1季講(三峰神社)，成田講(成田山新勝寺)，女
化講(女化神社)などの各種講が存在していたことや多くの年中行事があったことが報告されている
(鎌ヶ谷市郷土資料館， 1993). 初富地区以外でも，下総台地北西部の小金牧の開拓による豊四季
村，十余二村(いずれも現柏市)をはじめ，明治期以降の開拓集落では，土地条件の悪さや!日士族の
農業への不慣れなどもあって収穫が不安定であり，さまざまな社寺に御利益を求めて参詣する代参講
が組織されていた.金村講も雨乞いの神として御利益が求められ，講が組織されたものと考えられる.
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第4[亙は1985(昭和60)年の講社名簿に基づく金村議の分布をその種類別に示したものである 11)
講は 1都3県の320の集落において組織されていた.都県)jiJにみると茨城県が221講と最多であり，全
体の69.1%を占めた.次いで千葉県が58講 (18.1%)，埼玉県が38講 (11.9%) となっている.市IlfT村
別では，千葉県野田市と茨城県谷田部町(現つくば市)の26講が最多であり，次いで、茨城県水海道市
の24講，谷和原村手の20講などとなっている.
講種別にみると団体議が124講 (35.8%)で最も多く 日月年参議が104講 (30.1%) ，祈年講が63講
(18.2%) ，太々講が54講 (15.6%)である 12) 講種別に金村議の地域的広がりをみると以下のように
整理することができる.団体議は90%以上が茨城県に集積している.特に春団体議と秋田体講はすべ
てが金村吉iJ雷神社に近接する茨城県内に分布している.春団体講は谷和原村と伊奈町，藤代1汀を中心
とした小貝JI[下流域に分布の中心があり，秋田体講は谷田部町，水海道市を中心とする神社の近i境地
域に集積している 13)
太々講と析年講の分布の中心は 埼玉県南東部から千葉県北部にかけての地域にある.埼玉県に分
布する講の約90%は太々講もしくは祈年講である.特に吉川町(現吉川市)， j越越谷市，八j潮潮弱朝lT札!
市の中jハ川iけ下流域に位置する地域に太々講，祈年講が組織されている.千葉県，茨城県においても神社
第 4圏金村議の分布 (1985年)
-太々 iIi
O 祈年務
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(金村7Jfj雷神社社務所資料より作成)
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から30km以上の遠隔に位置する市IlT1寸では，太々講，祈年講の比率が高くなっている.
El 月年参講の分布は，金村~!J雷神社を仁þ心に半径20km の圏内に集積している.埼玉県には分布が
みられず，神社の近隣地域で、ある茨城県西部の下妻市，水海道市，岩井市，神社の立地する豊里町
(現つくば市)，谷田部IlTゃ千葉県北西部の野田市，柏市などに主に分布している.これは日月年参
議の起源が祈fl祈祷にあることに関連している. ?{室慨をはじめとする農業技術水準が低かった第二次
世界大戦以前には，洪積台地上の集落で、は，特に農業用水の確保が困難であった.日月年参議は，集
落の代表者が金村~U雷神社に参り，祈雨祈祷を受けた後，子I~水をいただいて集落に帰り，雨乞い祈願
をすることが信仰の基幹である.当時の交通手段は徒歩もしくは自転車であり，徒歩半日圏が日月年
参議の分布と一致する. 日月年参議の分布はセクターによる差異が小さく，他講の分布が疎である神
社の北方セクターにも日月年参議は組織されている.
第5留は1995年現在における金村議の講種別分布であるは) 1985年と同じく]都3県に分布してい
るが，講が組織されている集落数は254であり，同年と比較して11%以上減少している.東京都では
3講あったものが1講のみとなり 15)，埼玉県では講数が26%も減少している.講の減少傾向は1949年
の分布図と比較するとさらに明瞭であり，特に埼玉県から千葉県にかけての都市化が急速に進展した
-太々~
O 折年譜
。太々矯及び祈年議
a 神社団体E毒
ゐ春rn体2露
守f*!'自体議
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第 5図金村講の分'布 (1995年)
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地域において減少傾向が強くみられる.
第 51翠より 1995年における金村議の分布は，神社の南部，西部方向に密であり，概ね半径10-
30kmに分布していることがわかる.最も遠方の講は神社から50km離れたところにある.それより遠
隔の地域では講は組織されていない16) 神社の北部方向に講がほとんど組織されていないのは，そこ
には筑波山をはじめとする八溝・吾白山系の山地があり，交通の利便性が低いこと 17)や同様の御利益
を有する水戸にある別雷皇太神の信仰題と重複すること， さらには神社側の教化活動が行われなかっ
たことが要因として考えられる.同様に茨城県西部の古川'i=!'iから埼玉県東部の春日部市にかけては，
群馬県板倉町にある板倉雷電神社への信仰が盛んな地域であり，金村議は組織されていない.
N-2 i白人崇敬者の分布
第6図は1995年4月l自-1996年3月31日の l年間に，金村!JIj雷神社で祈祷を受けた人(法人を含む，
以下個人崇敬者と表現する)の分布を参拝季節~IJ に示したものである 18) この 1 年間に延べ1 ，031 人
が祈願を行っている 19) 個人崇敬者の分布は 1都 7県(茨城，千葉，埼玉，東京，栃木，神奈川，愛
知，長野)にわたっている.このうち茨城県内に居住する個人祈願者が878人であり， 85.2%を占め
ている.地域別にみると金村別雷神社の位寵するつくば市豊里地区が273人と最多であり，以下水海
道市の155人，岩井市の107人 つくば市谷田部地区の62人の)1真となっている.つくば市豊里地区の場
合，氏子地域に居住する偶人祈願者が182人と当地区全体の66.7%を占めている.このように他人崇
敬者の分布は，議の分布とは異なり，金村~Ij雷神社の氏子地域を中心とする近隣地域で、卓越し，信仰
参拝季節 参拝者数
この勉に神話き)11，愛知，長野の各県l二i人ずつ個人鋭敏者が分布する。
参拝季節はいずれも冬である。
第 6図 金村日Ij雷神社・他人祈願者の分布 (1995~î三)
(金村7}!J雷神社社務所資料より作成)
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i習の外縁部にかけて漸減していく傾向がわかる.個人崇敬者の分布域は講の分布域よりも広範囲に及
ぶものの，金村1}1J雷神社から外縁地域へかけて漸減している.分布の核心が金村別雷神社から10-
30km I習に位置する講と個人崇敬者の分布集積地域は合致していない.例えば， 20講が分布する千葉
県liJ'田市の個人崇敬者数は3]人であり，同様に21の講が分布する茨城県谷和原村'では12人に過ぎな
し1
個人祈願者が最も多く参拝するのが冬季 (12-2丹)であり，全体の48%(495人)を占めてい
る.これは元日を中心とする正月の参拝者が多いことに起因している.元日だけで348人と年間の借
入祈願者数の34%を占めており 正月が個人祈願者の参拝の中心である.冬季の参拝者数は各地域で
卓越しているが，なかでも氏子地域を含むつくば市豊里地区や谷田部地底といった小貝)1左岸に位置
する地域や神奈川県，東京都，栃木県といった個人崇敬者の信仰留の外縁地域で高くなっている.
冬季に次いで参拝者数が多いのは秋季 (9-1]月)の279人 (27.1%)であり，以下春季 (3-5 
月)の196人 (19%)，夏季(6 -8月)の61人 (5.9%)の}I貢となっている.秋季の参拝が多いの
は，水海道市の74人，岩井市の47人，つくば市豊里地区38人，石下町30人の)11真で、ある. また春季の参
拝は岩井市の26人が最多であり，水海道市25人，つくば市豊里地区22人，伊奈町19人の}I貢となってい
る.春秋の倍人祈願者はそれぞれの大祭に合わせて参拝する例が多い.太々講や団体講の代参者が個
人的に参拝していく場合もある.夏季の参拝者数は各季節中最少であるが，参拝者の祈願内容をみる
と交通安全，家内安全に続いて雷除祈願者数が9人となっている.雷除祈顧者の分布をみると，三郷
市，関宿町，猿島町など比較的遠方から参拝していることがわかる.
第7簡は借入祈願者のうち産物献納者の分布を示したものである20) 産物の献納は，農業神として
の金村~iJ雷神社に対する豊鏡祈願と御礼参りの祈願の表出である.奉納される産物は白米および玄米
が主であるが，カブ，鶏卵 タケノコなどの野菜類の奉納者もみられる.産物献納者は232人いる
が，このうち173人 (74.6%)は秋季に収穫感謝の奉納を行っている.産物奉納者の95%以上は茨城
県内の居住者である.特に水海道市と岩井市に多く，この両市だけで全体の43.5%を占めている.こ
冬
献納季節
午~:
第 7図 金村~Ij雷神社・産物献志向者の分布 (1995年)
(金村吉IJ雷神社社務所資料より作成)
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れに対し氏子地域を含むつくば市豊里地区の産物献納者はわずかに 9人で、ある.これは，氏子地域で
は秋大祭時に米もしくは金銭の奉納が義務づけられていることもあって，特別に産物の献納を行わな
いものと考えられる.
N-3 信仰圏の地域区分
以上検討してきた金村議および個人崇敬者の分布を基に，金村~Ij雷神社の信仰!習を地域区分すると
次の二つに区分される(第8図)• 
第一次信仰圏は金村~Ij雷神社を中心に，北西方向から南東方向にかけての長径50km，短径20km の
紡錘形の指円状を呈する地域である.茨城県西部から高部にかけての結城市，関城町，八千代町，千
代)1村，石下町，水海道市，つくば市豊里地区， I可谷田部地区，伊奈町，谷和原村，藤代町，取手市
などを含む地域が第一次信仰密に該当する.
この第一次信仰圏は，団体講(特に春，秋田体講)と日月年参議の分布の集積地域であり，個人崇
敬者の80%以上が居住する地域である.既往の研究で明らかにされてきた第一次信仰圏の有する空際
的特性としては，青少年層の登拝および共同体的結合がみられること(出羽三UJ)や水神的性格(戸
時、山)，農耕に恵みを与える生産神としての性格(笠間稲荷)などが指摘されているが，こうした性
栃木県
誕の種類
・太々講
0祈年第
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第8図 金村別雷神社信仰圏の地域区分 (1995年)
5] 
格は金村信仰i習の場合にも看取される.
第二次信仰圏は，第一次信仰i習の主として南側に接する外縁部に位置する.茨城県西部の岩井市南
西部，境1fT，茨城県南東部の河内町，東18-，江戸崎町や埼玉県南東部および千葉県の北部の市i可村を
含んでいる.この第二次信仰圏は，太々講と析年講の分布の集積地域である.個人崇敬者は少数で，
講による代参者が同時に個人的な祈願φをあげていく場合が多く，代参講による参拝が中心の地域であ
る.既往の研究による第二次信仰留の空間的特性としては，代参議の成立が指摘されており(岩鼻
1983，松井1995ほか)，金村信仰留は既往の研究と合致するものといえる.
金村信仰i習において，第三次信仰圏を画定することはできなかった.第三次信仰圏は従来，分室社
の勧請や同行仲間型(総参型)の講の成立および，第二次信仰圏と比較して信仰者の分布密度の減少
が指檎されている(岩鼻1983，松井1995). しかしながら金村別雷神社の場合，分霊を勧請する方式
はなく，また総参型の講(神社団体講)の分布がほぼ第二次信仰留に一致するため，第三次信仰圏は
成立しなかったものと判断できる.
V おわりに
以上本論文では，金村信仰の形態およびそれらの分布を検討することを通して 金村信仰習の地域
区分を行った.第2表は，金村信仰]圏を既往の研究成果と比較し，その空間的特性を整理したもので
ある.筆者は別稿で，各宗教の信仰留に関する事例研究は未だ十分ではなく また各宗教問の比較も
これからの課題となっていると指摘した(松井， 1993). しかしながら近年では 個々の事例研究が
蓄積されており，それら蓄積されてきたモノグラフを比較検討すべき時期が来ているといえる.ここ
では金村信仰圏と既往の信仰菌研究の比較検討を通して 信仰圏の空間構造に関する普遍性の抽出を
試みたい.
第2表信仰i翠の杢間的性格の比較
~ 岩本 1 大 11 出羽三IJ
距離 o -20km趨 o -50km閤 o -50km箇
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議頻度の参拝 5iE霊鎮座的性絡 共同体的結合
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初参り 10歳前後 修行霊場的性格 成年層の登拝
n や頻度aの参拝 {削指の配本し活動 代参詳の成立
特徴
代参講の成立
距離 30-75km飽 150-350km庖
初参り 15-20歳 勤務千Ijl的性格 老年層の登J手
I 低頻度の参持 同行仲間型の議の
特徴
模擬岩木11への参 成立
f平
資料
ノj、1I1(1995) 鈴木(1986) 岩鼻 (1983)
金子(1997)
-信仰i簡は短径20km，長径50kmの格円型を呈する
.第一次信仰i箆iの南側外縁者名に広がる.
戸総山
o -50km圏
徒歩 1B行程
水子I!l
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水字申
作や)1 農耕干eyl
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150-350km箇
信仰の分布の希薄
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笠間稲荷 金村別雷
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50-150km箇 20-100km圏・・
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第2表からも明らかなように 自本の山岳宗教の場合，信仰中心地からの距離に応じて，信仰形態
の地域的差異がみられ その差異に基づいて複数の信仰i習が設定されうる21) 古来より日本人は山岳
に神聖性を抱いてきたが それは山自体が神として崇められ，神々や祖霊の居住地として，また宗教
者の修行場として山が人々の間で信仰されてきたからに他ならない. もともと精綴な信仰体系や教義
を有さないL1J岳信仰は 山容を跳望できる山麓居住民の信仰対象として，崇敬されたものであり，各
山岳信仰における第一次信仰麗の範囲は いずれもこの山岳周辺域を示している.山容の秀麗さやそ
の規模，独立性などの条件によって異なるものの，遥拝可能で徒歩一臼圏内に位置する第一次信仰霞
では，水を支配し，作物の豊凶を占う農耕神としての性格が顕著であり，あわせて祖霊の憩う地でも
ある.信仰は，共同体の社会組織と結合し，社会的な通過儀礼としても利用される.この第一次信仰
圏にみられる信仰形態は，日本におけるアルカイックな信仰の表出したものであり，多くの里山でみ
られる普遍的な信仰形態であると考えられる.笠間稲荷や金村別雷神社のような非LlJ岳信仰の場合に
も，産物献納者の分布がみられる農耕神的な性格が顕著な地域である.金村信仰の場合にも，第一次
信仰留に卓越する日月年参議の主呂的が道切りであることや 団体講が集落内の社会組織と結合して
いることから，山岳信仰にみられる守護神的性格や共同体的結合といった性格も指摘されよう.
第二次信仰圏の成立には，信仰の普及伝播者(布教者)の果たす役割が大きい.多くの山岳宗教の
場合，御師の配札活動に依拠した代参議が組織され， L1J岳はその霊験を基盤とした御利益によって，
直接跳望することができない地域の人々と結合する.第二次信仰留に属する地域は，第一次信仰留の
それと比較して， LlJ岳との直接的な関係は薄れるものの，集落の社会組織とは独立した信仰を媒介と
する組織が生まれ，定期的・周期的な参拝が営まれるといった特鍛が指摘できる.金村信仰の場合，
代参講と同時に総参型の向行仲間講が組織されている.雷除・嵐i除・祈雨といった雷神本来の御利益
に特化した神社と地域の結びつきがみられる一方で，余暇活動的な要素を含有する総参型の講が分布
する地域となっている.
信仰菌の最外縁部に位置づけられる第三次信仰匿の成立は，当該信仰の有する宗教的な力の大きさ
と関連している. より強力な布教者の存在や信仰組織の様態に影響されるものと推察される.いずれ
の場合にも，信仰の分布は希薄かつ分散的となり，信仰を受容した地域が飛地的に分布する.第三次
信仰圏が有する信仰形態の中でもっとも顕著な空間的特性を示すものは 聖なるもののの代替物(分
霊，模擬山，太万など)に対する信仰がみられる点である.遠隔地に位置する地域では，定期的・周
期的な参拝が国難となり，代替聖地への参拝や勧請といった宗教行動が行われる.金村信仰の場合に
第三次信仰閣が倖認されなかった理由の一因には，金村信仰の根幹をなす南乞い儀礼が，ネ[~水の授与
という直接的な呪術的行為に基づくものであったため 遠隔地では御利益を得ることが困難であるこ
とという点が指摘されよう.
以上のように，これまで主として論じられてきた山岳宗教の信仰密には その空間的特性に共通点
を看取することができる. 日本における信仰圏研究を時代区分すれば，宮田による仮説的な信仰圏設
定に始まり，民俗学的なモノグラブが蓄積された第 1期 (1960年代-80年代前半)と空間構造に視点
が向けられた岩鼻 (1983) による出羽三山信仰留の研究以降の第2期 (1983年-)に大別される.信
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的)1習を地域区分する試みや，その形成過程に関する研究には一定の成果がみられる.今後は，この信
仰留の差異がもっ空間的意味をi明らかにしていく努力が求められよう.すなわち，信仰圏が地域分化
を生じる理由やその意味が関われなければならない.呂本の宗教の場合，散米のキリスト教の宗教伝
統とは異なり，複数の宗教が個人や集落を単位に信仰されており，複数の宗教の重層的な分布構造を
分析することが必要であろう. 日本では，ある地域がある特定宗教の信仰圏のみに属している場合は
異例である.A地域はA宗教の第一次信仰留であると同時に， B宗教の第二次信仰圏であり， c宗教
の第三次信仰圏に属しているという場合も多いことが予期される.信仰圏研究の意義は，宗教的な空
間構造の解明であり，それは同時に日本社会における宗教の特質を解明することにもなるのである.
本研究を行うにあたり，金村別雷神社宮司・所 弘司氏をはじめとする金村~Ij雷神社の関係者の方々には，大
変お世話になった.本論文は， 1998年 1月に筑波大学に提出した博士論文第E章の一部に加筆修正したものであ
る.現地調査と報告のとりまとめのために，平成10年度文部省科学研究費補助金基盤研究 (C)(2) r持続的農村
システムにおける女性の役割に関する地理学的研究J (代表者 団林 明，課題番号 09680152) と平成10年度
筑波大学学内プロジェクト奨励研究(準研究員) r地方中心都市における住民の生活行動に関する地理学的研究」
(代表者 松井圭介)の一部を利用した.
1 )雷神社の名称を持たない神社の中にも，例えば賀
茂神社のように雷神を祭神として詑っている神社は
あるが，本稿では対象に含めない.
2 )創建の縁起が不明の神社が多い中で，県南東部に
ある麻生I汀の向集落に記られている雷神社(番号
20) には，次のような縁起が伝えられている(茨城
県神職会， 1930). 
「元文元年 (1763年筆者注)九月一五日の夜，大風
雨迅雷民家に震ふ.邑人其跡に椿樹一株を栽え之を
記し更に綿字を営建して別雷神を祭詞す.其震呂な
るを以て毎年九月一五日祭典を挙ぐといふ.J 
3 )板倉雷電神社(群馬県板倉!可)，加雷皇太神(茨
城県水戸市)とともに 関東三雷神と呼ばれてい
る
4 )春の大祭は「お雷まち」とも呼ばれ，赤飯や草餅:
を作った崇敬者が参拝し，夏の雷による恵みの雨を
祈願する祭りである. 1992年までは!日暦で、行われて
いた.秋の大祭は収穫感謝祭であり，新暦11月23日
に行われている.
5 )新暦 1月1日に行われる新年の予祝祭事であり，
第二次世界大戦以前までは!日j膏で行われていた.
6 )最後に行われた祈雨祈願は昭和30年代の前半で
あった.
7 )縦が約40cm，横が約 8cmほどの紙製のキしであ
る.
?
8 )ここで偶人祈願者とは，金村別雷神社の拝殿に昇
殿し，神主によりご祈祷を受けた祈願者を指す.
9 )ここでいう金村講とは 1949年11月の御神殿屋根
修繕費奉納者芳名額に記載されている郵便祈年講で
ある.郵便祈年講とは， I日腎元旦に参拝もしくは郵
便で神札の授与を受ける講であり，現在の祈年講に
相当する. しかしながら，第二次世界大戦前まで
は，現在ある 4種類の講のうち相当数が重複してお
り，ほほ郵便訴年講の分布から，当時の金村議の分
布域の推定が可能である.
10) 1949年における金村講の分布を1997年4月現在の
市IlU.村~IJ に集計すると，千葉県野田市の25講が最多
であり，以下埼玉県吉川市19議，同三郷市17講，向
越谷市と千葉県柏市の10講が続いている.
11) 金村~IJ雷神社の講社名簿は， 1985年に改訂されて
いるが， 1984年以前の講社名簿は廃棄されている.
したがって，この講社名簿に記載されている全講社
を1985年時点で存在が確認されていた講とする
12)講が組織されている集落は320であるが，複数の
形態の金村議が組織されている集落があり，講種別
の数値はそれぞれ別個に集計した.講の総数は346
である.
13)春団体講，秋田体講の参拝時期は，神社側の都合
で決められたものである.
14) ここで1995年現在の講とは， 1993年から95年の間
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に最低-[8]は金村別雷神社に参拝している講を指
す.
15)神社に奉納された棟札などから推察すると，関東
大震災以前には現在の東京都下にも講が多数立地し
ていた.
16) 1995年時点での金村講分布の最遠隔地は，茨城県
大子1可の祈年講である.形態は折年講であるが，現
在では講員はおらず講元一人が神札の授与を受けて
いる.
17) 金村吉Ij雷神社への信仰の基盤で、ある析雨祈願は，
千IjJ水の授与を伴うこともあり，街道や河川による交
通の利便性は重要である.
18) ここで祈祷を受けた人とは，金村山j雷神社の社務
所にて祈祷の E!3し込みを行った人を指す.通例では
昇殿し，千1主によりご祈祷を受ける.
19) ここでは賠住地が判明している祈願者のみのデー
タである.
20) ここでいう産物献納者とは，農作物のfy.武志向者を意
i床する.一般のij;~1 人崇敬者による日本酒の献納など
は含まない.
21) 流行神的な信f~J は事例(笠間j稲荷)が一例しかな
いため，一般化は屈指I~ である. また多くの新宗教の
ような定IJlll~宗教の場合には，信仰の地域差が小さい
ことが予;朝される
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Regional Characters of Kanamura Betsurai Shrine Faith 
Keisuke MA TSUI 
The purpose o[ this paper is to clarify regional characters o[ the sphere of Kanamura 
betsurai shrine (Kanamura for short) faith. Kanamura locates in Ts山山acity， lbaraki prefec-
ture， and Kanamura [aith has been accepted mainly in rural area in the southwestern lbaraki， 
the southeastern Saitama and the northeastern Chiba prefecture. 
To achieve this purpose， the author indicates general view about a character of thunder 
faith on the basis of Kanamura faith. The location and history of Kanamura will be described 
after that. Next， the distrib凶 onof both rel igious associations (加) and believers will be 
described， and the sphere of religion of Kanamura will be illustrated. 
Thollgh the ongl1 of Kanamura association is not clear， it is supposed to be organized 
around the latter Edo or the Meiji era. Kanamura association is organized in a rural com-
mllnity. There are fOllr types as follows. 
(1) Dαidai-ko: It is an association for maki時 a口 offerof sacred dance at the spring and fal 
festival. Originally， the association needed to visit Kanamllra twice a year at both fes-
tivals. Recently， the frequency of visit is decreasing， not a few associations visit there 
once a year. Each member of the associations visits Kanamura by turns. 
(2) J{てα'1，1η1切ωe1η川1.
iβs not to vi芯si比tKa η amur命a dir局でectly bコut to get some amη1Ulet臼:sfor each member by mη1ai日! 
Some of the lu託ωiれ1叩，(51η'1，-たohave changed from dαωidαω'1，-たoon account of declining in faith derived 
from farmar's decreasing. 
(3) Nichigetsunenzαn-Iw: lt is an association to visit Kanamura daily， monthly or yearly 
There is no association that visits daily now. The association whose freqllency is once a 
month (called tsukimairi-ko) usually visits Kanamura f1'om March th1'ough September. 
(4) J-I，αruαki dαMのーた0:It is an association to visit Kanamura once a yea1'， mainly in April 01' 
November. The1'e are three types in this association. One of them is called shrine group 
assosiation (jinjαdαMαω。).The characte1' of this type is to visit Kanamura with al 
members of the association (somairi-Iw). Some of them were organized before the Meiji era. 
Remaining two types a1'e classified by the time of visit. One is called the spring associa-
tion (hαru-ko) and the other is the fal association (αたi-ko)
The allthor illustrated the distribution of Kanamura associations in 1995 (Figure 5) 
There are 254 KanamUl沖aassociations in four prefectures， Ibaraki， Chiba， Saitama and Tokyo. 
Ibaraki has 175 (68.9%)， Chiba has 50 (19.7%) Saitama has 28 (11.0%). The number of 
Kanamura association has been decreasing year by year. Especially， urbanized region in Chiba 
or Saitama decreased the most. The subject of this paper is these 254 Kanamura associations 
in 1995. 
According to Figure 5， it is appeared that the distribution of Kanamura association is 
dense in the southern 01・ westernpart， mainly in 10 to 30 kilometers zone from Kanamura. 
The outermost region of the distribution is about 50 kilometers zone from Kanamura. There is 
no Kanamura association father than this zone. 
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The numbers of believers are 1031 in al1. There are seven prefectures (lbaraki， Chiba， 
Saitama， Tokyo， Tochigi， Kanagawa， Aichi and Nagano) that have believers. I3elievers livi時1I1
lbaraki amount to 878， and occupy 85.2 percent. The distribution of believers is different in 
each region. Toyosato district in Tsukuba city has 273 and is top. Mor陀局でet出:l主hantwo-ぺ{出:hi廿r寸d0ぱf 
bコ光e叶li詑ever内s(182 p閃el印i内ons) in Toyosatωo diβS剖坑凶tI巾t li山V刊e1山nu仰句叩~ji戸'~伐伽た加O 陀 glω01η1. Mit臼:s訓別S乱叩u山l
has 155. lwai city has 107 and Yatabe district in Tsukuba city has 62. The numbel凋 ofbelievers 
is decreasing gradually to the outer area， and a distl凋ibutionalarea of believers is wider 
than that of associations 
The author divides the sphere of religion of Kanamura into two regions based on the 
distribution of Kanamura associations and believers (Figure 8) 
The first area is like an oval whose major axis is 50 kilometers and minor axis is 20 
kilometers. lt lies from the western to the southern part of lbaraki prefecture， including Yuki 
city， Yachiyo town， Chiyokawa village， lshige town， Mitsukaido city， Toyosato district in Tsukuba 
city， Yatabe district in Tsukuba city， lna town， Yawahara town， Fujishiro town and Toride 
city. There are two spatial characters in this area. One is to have a lot of dαntωたー0，es-
pecially， hαru-ko and αJu-ko， and nichigetsunenzanぬ0，the other is to account for more than 80 
percent of believers. 
The second area lies in the outer zone of the first area， mainly extends to the southern 
It includes the southwestern part of lwai city and Sakai town located in the western part of 
Ibaraki， Kawauchi town， Azuma town， Edosaki town located in the southeastern part of Ibaraki， 
and around southeastern part of Saitama， northwestern part of Chiba. There are also two spatial 
characters in this area. First， most of dαidαi-ko and たinen-koare organized in this area， 
second there are few believers dwelling in this area. Referring to believers， many of vicarious 
visitors pray for their private wishes， and they are countecl as believers. It is appropriate to 
consider this area as a main area of dωsαn-Iw. The author cannot establish the third area of 
it. It is pointed out that the spatial character of this a1'ea is an existence of somαirιた0，es-
tablishment of b1'anch shrine， and thinness of 1'eligious associations' density (lwahana， 1983; 
M叫，1at匂Sl止 1995). How附eve1'， Kanarr削1'anot havi時 bコr印ar凶 shr礼i問 syst民em，and the di凶str了ibl加コχ)u凶1
so ηm α iri 惨.J，た初zωobeing agree to the seconcl a1'ea， the1'e is not the thi1'd a1'ea in Kanamura. 
This ¥vil lead us fu1'ther into a consicle1'ation of unive1'sality of regional cha1'acte1's of 
1'eligions. Compa1'ed Kanamu1'a to othe1' stuclies， we can find a common spatial st1'ucture in the 
sphere of 1'eligion in ]apan. VVe may ag1'ee that the majo1' 1'esult f1'om 1'ecent investigations 
demonst1'ated the way of 1'egional clivision ancl histo1'ical p1'ocess of the formation. Howeve1'， 
we can not help saying that unknown p1'oblems a1'e remalI1lI1g in this field. The autho1' shoulcl 
point out that we have to ask the spatial meaning of each sphe1'e of 1'eligion， that is， we have 
to ask the 1'eason the a1'eal differentiation has been causecl 01' the meaning of it. 
Key worcls: thuncler faith， Kanamura betsu1'ai sh1'ine， Kanamu1'a association， believer， sphe1'e 
of religion 
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写真1 金村別雷神社遠景
小貝川左岸に鎮座する金村別雷神
社は. 931 (承平元)年，盛田家初
代領主 ・豊田将基によって，京
都 ・賀茂別雷神社の分霊を勧請し
て創建された旧郷社格の神社であ
る.小貝川の氾濫原に立地し，祈
雨をもたらす神，水を治める神と
して，農村地域を中心に信仰が受
容されていった.
写真2 金村別雷神社・春大祭の風景
春大祭は，別名「お雷まち」と呼
ばれ，旧暦3月15日に行われる豊
作祈願祭事である.太々講，春団
体講の世話人，講員をはじめ近隣
の人々が多数参拝し，家内の安全
や豊作を祈願する.現在では新暦
4月第 3土 ・日曜日に行われてお
り，参道には露天商も多数出庖
し，参拝者でにぎわう.
写真3 金村別雷神社境内にある井戸
境内北側の一角にある井戸で，
1960年代まで儀礼に利用されてい
た.雨乞いの際には，集落の世話
人が 1~ 2尺の大きさの竹筒を
もって金村別雷神社に向かい，神
社でご祈祷と神水を授かり，集落
に帰還した.金村別雷神社のもつ
聖性の象徴であるが，現在では利
用されてはいない.
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写真4 道切り用に立てられた大札
大札は主として辻札として利用さ
れる.高さ 1m50cmほどに切った
細竹の上部に大キしをはさみ，集洛
の主要な出入口に立てられる.写
真はつくば市豊里地区の集務で，
ここでは日月年参議が組織されて
いる.
写真5 昇殿祈願者による参拝の様子
社務所で申込みをした祈願者が拝
殿でご祈祷を受けている.拝殿内
にみえる額や峨，太鼓などはいず
れも講社から寄贈されたものであ
る.写真は1999年の元E祭当日の
様子である.
写真6 金村別雷神社 ・鳥居前町跡
金村別雷神社の参道沿い約250mに
わたって，近世後期から鳥居前町
が形成されていた 神官宅，宿泊
施設，飲食庖，土産物庖などが立
ち並ひ¥第二次世界大戦前は，活
況を呈していた. 1960年代に小貝
川の堤防改修工事が実施され，当
地区は500mほど東の堤防外地区に
移転した.現在では空地となり，
参拝者用の駐車場として利用され
ている.
